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    Can the past help the present? （過去が現在を助けることはできるか？）
    Can the dead save the living? （死者が生者を救うことはできるか？）
　これは、2024年にアジア人女性として初めてノーベル文学賞を受賞したハン・
ガン氏が受賞記念講演で語った言葉です。同氏は、母国で起きた民衆の蜂起とその
痛ましい結末に関する小説を書き進めながら多くの葛藤を経験しますが、そのよう
な中でこそ、確かに過去が現在を助け、死者が生者を救っている、と感じる瞬間が
あったと述べています。
　二つの問いは、文学部に身を置く私たちにとっても重要なものです。文学部の
学問はその多くが、既に過ぎ去った時代、過ぎ去った人々の営みに目を向けている
からです。
　自分とは異なる時空間に生きた人々は、何を喜び、何に悩み、何と葛藤していた
のか…。直接に会うことのできない他者の心のうちを、私たちはいかにして、そし
てどこまで知ることができるのでしょうか。それが困難な作業であることを十分に
理解しつつも、純粋な好奇心と想像力に突き動かされ、私たちは過去の人々との
対話を試みます。生み出された思想の記録、芸術作品、共同体の遺構や遺物など、
先達が遺した「ことば」や「もの」に込められたメッセージを読み解くべく、哲学・
宗教学・歴史学・考古学・言語学・文学といった学問分野ごとの多彩なアプローチ
で、挑戦が続けられています。
　しかし、時空を超えた探究の意義はそれだけではありません。そのような探究の
結果、私たちは単に過去に生きた「他者」を知るのではなく、「自己」についても
知ることになるのです。異なる時代や異なる社会の人々について学ぶことで初めて、
私たちは現代社会がどのような場であり、そこで生きる自らがどのような存在である
かを、相対化して捉えられるようになります。ここでは心理学・社会学など、（どちら
かといえば）過去よりも現代に目を向ける学問分野のアプローチも重要です。文学
部での多様な学びの体験は、自己を相対化し、長い時間と広い空間の中の「今・
ここ」という一点に位置づけることで、自己のかけがえのなさを改めて実感すること
のできる機会です。
　さらに、過去の人々によってなされた選択とその帰結に関する学びは、私たちが
未来の選択を誤らないための、一つの指針たりえるでしょう。もちろん、過去の事象
をそのまま未来の事象に当てはめることはできません。また、社会における重要な
選択の多くはジレンマを伴うため、唯一の正解などないかもしれません。しかし、
過去の他者の経験をいったん脱文脈化し、そのエッセンスを未来に経験しうる事象
に接続して再文脈化することで、私たちはある程度、その事象に備えることができ
ます。環境破壊、戦争・紛争、災害、未知の感染症、格差拡大等々、いくつもの大き
な課題を前にした私たちに、過去の人々はいかなるヒントをくれるのか、聞き逃さ
ないようにしなければなりません。
　このように考えると、冒頭の二つの問いに対し、私たちは確かにYesと言えそう
です。時空を超えて届けられるメッセージを活かすには、現代社会の重要課題に
チャレンジしている他のさまざまな学問分野と（文理を問わず）連携し、人文・社会
系学問ならではの貢献をなすことが、今後一層大切になる
だろうと思います。文学部で学んだみなさん、そしてこれか
ら学ぼうとするみなさんに、是非、その一翼をともに担って
いただければと願っています。

第57代文学部長
村本 由紀子

人文知の
ただなかへ

文学部とは「文学」を学ぶ学部だというイ
メージがひょっとしたらあるかもしれません。
狭義の文学研究ももちろん活発に行われ
ていますが、むしろ「文」を学ぶ学部、「文」
についての学問をするところだととらえて
いただくほうがいいでしょう。「文」とはつ
まり「テクスト」であり、人間の言葉が織り
なすすべて、社会や文化が生み出すあら
ゆる現象が対象となります。つまり文学部
での教育・研究は、多分野を横断して広
がり、人間の存在と言語、社会の伝統と
未来を読み解こうとします。書物の深い森
に分け入り、資料の大海原に漕ぎ出して、
「我々はどこから来たのか、我々は何者か」
を考えるとともに、「我々はどこへ行くのか」
を思い描く。それが文学部の根幹をなす
姿勢です。そうやって築かれていく「人文
知」は、今を生きるだれにでも開かれ、自
由に伸び広がっていく悦ばしい知なのです。

時空を超えて、自己を知る、世界を知る
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研究室の
一員として

I NDEX専門研究と
越境性

文学部は従来の四学科を「人文学科」に
統合し、一学科制のもとに新たな態勢を
整えました。これにより、人文知を総合的
に探究する場としての性格がいっそう強化
されています。同時に、27の専修課程か
らなる、きわめて専門分化した研究の場
である点も、文学部の特徴であり続けます。
それぞれの専門研究を徹底的に掘り下げ、
重厚な学識の蓄積に新たなページを加え
ていくことは文学部の使命であり、誇りで
もあります。文学部に進学する学生は、そ
れら専修課程のいずれかに属して、歴史
ある学問の奥行き深さを自ら体験するとと
もに、そこで日々、新たな挑戦がなされて
いることを感じ取ることができるでしょう。
もちろん、各自の興味や必要に応じて、所
属する専修課程以外の授業に参加し、複
数の領域にまたがる形で学ぶことも可能
です。深く専門に沈潜するにせよ、越境的
な知の冒険を企てるにせよ、文学部はそ
のための最善の環境を学生に提供します。

文学部の授業には、大人数のいわゆる「マ
スプロ」型の講義はほとんどありません。
少人数で、教員との緊密なやりとりをとお
して学ぶスタイルが伝統的につらぬかれ
ています。人文知のあるべき姿を、教員が
学生に直接伝授していくやり方だといえる
でしょう。同時に、文学部の教育は教室の
中でのみなされるものではありません。学
生のみなさんは、それぞれが所属する専
修課程の研究室を自らの本拠地として、
卒業までを過ごすことになります。同じ学
問を志した先輩や仲間たちとの交流はか
けがえのない経験となるでしょう。また、
文学部図書室にはきわめて豊かな蔵書が
あり、さらに各研究室には代々蓄えられて
きた多くの貴重な書籍や資料があります。
学生のみなさんは、自分が文学部の長き
にわたる歴史を受けつぐ一員であること
を意識しながら学ぶことができるのです。
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文学部の地下にある銀杏メトロ食堂で友達と
昼食。畳の上でゆっくり過ごす憩いの時間。
手頃な価格が嬉しい。

12:15ランチ

午後の授業では人文学のプログラミング実習。
自分でプログラムを書いてデータ処理できると、
研究の幅が広がりそうだ。

13:00実習授業

研究室で演習の調べ物。
お茶を飲んで先輩と
話していると、いい本を
教えてもらう。文学部生は、
研究テーマはまちまちだが、
不思議な連帯感がある。

12:40研究室でのひととき

原典講読の演習では本、本、本を引きながら、
いろんな解釈の可能性を議論する。
テクストの前に人は平等。予習して発言すれば、
先生は一人の研究者として扱ってくれる。

16:50少人数の演習（ゼミ）

ちょっと疲れたので、文学部図書室の閲覧室
「布文館」で考えごとをする。
窓際の席から見渡す三四郎池の濃い緑が心に沁みる。

15:00ひとやすみ

迷宮のような廊下を通って演習室に向かう。
各研究室前の色々なテーマの講演会の
貼り紙を見るとワクワクする。

16:35演習室へ移動

A Day of the Faculty of Letters Students
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銀杏メトロ食堂以外にも、キャンパス内には
中央食堂や第二食堂など、複数の食堂があります。
それぞれ提供されるメニューが異なるので、
その日の気分によって使い分けることもオススメです。
その他、構内のコンビニやカフェ、レストラン、
キッチンカーを利用することもできます。

キャンパス内のランチ事情

考古学研究室所蔵の、八～九
世紀のヴィシュヌ像で、インド・
エレファンタ島で発掘されました。
下はタイ出土の仏像頭部。各階
の踊り場に佇む石像達は文学部
の不思議スポットとなっています。

文学部の階段にある石像

「文学部」での勉強＝「ひたすら本を読む」という
イメージが強いでしょうか。でも、そんなことは全
くありません。プログラミングをする人もいれば、
フィールドワークでアクティブに動き回る人だって
います。中には、理系学部のように実験三昧の毎
日を送っている人も！
もちろん、心ゆくまでテクストと向き合えるのも文
学部ならでは。その研究の幅広さ、各々がやりた
いことに対する懐の深さが、文学部の魅力の一つ
と言えるかもしれません。
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文学部生かく学び、かく思う

私たちの日常に結びついている心理学の面白さ。

　大学受験の時には、まだ自分がどの学部に進むべきかを決めかねて
いました。一般的な大学は入学の時点で学部が決まるため、入学後に
教養課程で学びながら専修課程を選択できることに魅力を感じて、東
大を志望しました。何事もやってみないとわからないし、やらずに後悔
したくない、というのが私の行動指針だからです。
　入学後に教養課程で法学、経済学、心理学の授業を受けた中で、
圧倒的な面白さを感じたのが心理学でした。調査や実験を通じて、心
の機能や仕組みを論理的に明らかにしていく過程は、新鮮で驚きに満
ちた体験だったのです。文系なので、あまり実験に縁がありませんでし
たが、やってみると楽しい。私がそれまで心理学に対して抱いていた、
あいまいなイメージが大きく変わりました。心理学の領域は記憶や知覚、
認知、睡眠、発達的変化など、とても広範囲にわたっていることも魅力
です。脳科学や認知科学など理系の分野に深く関わるほか、日常にお
ける誤記憶など、私たちの暮らしや人間関係に直接結びついているこ
とも、心理学の面白さだと思います。

実験により記憶の自信が揺らいでいく。

　家で母親と話していると、お互いに話した内容の記憶が違っている
ことがあります。ずっと自分の記憶が正しくて、母親が間違っていると思
っていましたが、心理学を学ぶとその自信が揺らいできます。最初の段
階で誤って記憶してしまうこともあれば、何かの要因で記憶が歪められ
ることもあるため、過信はできません。
　人は何かにスポットライトをあてて集中している時に、他に重要な情

報があっても見落としてしまいます。自分の記憶や注意力が絶対ではな
いと思い知らされたのが「インビジブル・ゴリラ」という実験でした。白
い服と黒い服を着た人たちがバスケットボールを投げ合う回数を数え
るという実験で、私も被験者として参加したのです。ボールを投げ合っ
ている途中でゴリラの着ぐるみを着た人が現れて、数秒間ドラミングし
て出ていくのですが、私を含めて半数の人が気付かなかったんです。こ
うした授業や実験のたびに新たな発見があるので、心理学は本当に面
白い。興味が尽きることがありません。

心理学と部活に情熱を傾けられる喜び。

　大学生活で心理学と共に、情熱をもって取り組んでいるのが部活
動。アメフト部のトレーナーです。選手もスタッフも、全員が一丸となって
日本一という目標に向かって努力する熱量の高さは、本当に素晴らし
い。その一員になることで人間として大きく成長し、たくさんのものを得
ることができました。中高と打ち込んだバレーボールを卒業した後に、こ
れほど頑張れることに出会えるとは思ってもいませんでした。夢中になれ
るという点では心理学も同様です。授業やゼミの面白さは、比べるもの
がありません。東大への入学がゴールで、4年間なんとなく過ごして社会
に出るのだろうと考えていた私の大学生活は、心理学と部活により豊か
なものになりました。
　私はこれから就職活動に臨むことになりますが、志望する業界や企
業については、まだ何も決めていません。心理学で学んできた、多面的
なものの見方や考え方は、どんな仕事においても強みを発揮するでしょ
う。その強みを生かしてさまざまな人と関わり、いろんなことに挑戦でき
る環境で働きたいと考えています。

部活動：東京ドームで試合をする事がで
き、強豪私立の中央大学に勝利できた
経験は忘れる事が出来ない。TOP8で
戦い続け、日本一を達成したい。

月曜日5限は実験論文を読んで理解を深め、対話的な学びを実現。木曜２限は認知プロセスがテーマで、とても興味深い内容です。
授業を受けて、つまらないと思ったことはありません。感情や心に興味のある人なら、絶対に面白いと感じるはずです。

トレーナーとしての活動。テーピング
や触診の勉強をしたり、リハビリ
を考えたり、日々選手の状態を改善
できるよう取り組んでいる。

部活の合宿で軽井沢へ。
大変なこともあるが、充実した練習を送る
事が出来た。

オフには学科の友達と
女子会。

心理学
専修課程　
3年（2023年現在）

島田 凛さん

「なぜ文学部を志望したのだろう？」
「その研究テーマを選んだ理由は
何だろう？」
「文学部で学ぶことの楽しさは
どこにあるのだろう？」

島田 凛さん
の時間割
(＊2年次 )

心理学
Mon. Tue. Wed. Thu. Fri.

̶

心理学特殊講義 ̶

̶

̶

̶

心理学特殊講義

心理学演習

̶

̶

2

3

4

5

社会性と感情の発達心理学
（感情・人格心理学）

̶

̶

̶

心理学実験演習

心理学実験演習

̶

̶

̶

̶
＝必修科目
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Why Faculty of Letters?

火曜日３限はベルクソン「意識に直接与えられたものについての試論」の購読で、私の卒論のテーマ選びに大きく影響した授業です。
熊野先生と私と、博士課程の院生の方と3名だけという超小規模の授業だったため、発言の機会が多く充実した時間でした。

比較思想の授業で再認識した哲学への強い思い。

　「我思う、故に我あり」――誰もが耳にしていると思われるデカルトの
命題を、高校の倫理の授業で学んだことがきっかけとなり、哲学に興味
を持ちました。それまで考えたこともなかった世界や意識について、とて
も刺激的な気付きを与えてくれたからです。
　その後、言語学にも惹かれたことから、東大に入学後は文学部へ進
もうと決めていました。哲学か言語学かで迷いましたが、前期教養学部
で比較思想の授業を受けた時に、哲学への関心の強さを再認識しまし
た。「なぜ何もないのではなく、何かがあるのか」という問いについて、
古今東西のさまざまな哲学者が考えてきたことを辿るという授業です。
高校で学んだ倫理では、哲学者たちの唱える思想がバラバラで、全く
別々のことを言っている印象を受けました。しかし、比較思想の授業は、
言葉は違っていても個々の哲学者が思考していた問題が繋がっている
ことを教えてくれたのです。一気に視界が開けて、高校で学んだ知識が
ようやく自分のものになったと感じました。比較思想の授業を通じて、
哲学はやっぱり面白い、哲学をやりたいという気持ちが自分の中に溢れ
てきたのです。

さまざまな立場から物事を見る力を獲得できた。

　哲学専修ではなく倫理学専修を選んだのは、高校からずっと西洋思
想を学んできたので、近代以前の仏教を含む日本の思想にも触れて、
視野を広げたいと考えたからです。前期課程でジェンダー論など社会学
や、理系寄りの授業を選択して、さまざまな視点があることを知り、積
極的に多様な思考の枠組みに触れておきたいと感じたのも倫理学専修
を選ぶ動機になりました。

　大学での学びを通して、物事を批判的に見る力が身に付きました。
世の中で起きている事象を見聞きした時に、鵜吞みにせず立ち止まって
考える力です。自分の立場や意見について、明確な根拠を示す一方で、
別の立場からも見ることができる。また、一辺倒に相手の意見を否定す
るのではなく、相手の立場なら確かにこう考えるのは当然かもしれない
と思慮できるようになりました。私は将来、大学院で博士課程に進む予
定ですが、研究者になっても、異質の経歴を持つ新入社員として企業
へ就職しても、その力は大いに役立つと考えています。

利潤を追わず原典を読み解く大学ならではの学び。

　倫理学研究室では、原典を読み解くことを重視しています。私の卒論の
テーマはベルクソンの「道徳と宗教の二源泉」なので、フランス語を日本
語に訳して難解な表現の解釈に挑んでいます。でも、それは環境など現代
の課題解決に生かすためではありません。ベルクソンが生きた時代の問題
は何か、その思想は人 に々どのように受け止められたのかについて考察す
るためです。即物的な利潤から一旦離れて、文献そのものを丁寧に読む
時間を保証してくれるのは、大学だからこそできることだと思います。
　先日、研究室で自由意志について議論した時に、意志が何を指して
いるのかが問題になりました。誰もが当たり前だと思っていることを問い
直すのが哲学の仕事です。全ては宇宙が誕生した時に決定していると
いう説があり、特に科学が発展した現代の我々の目には説得的なもの
として映るように思います。しかしベルクソンは進化に着目して、物理法
則だけでは説明できない事象が存在することを指摘しています。科学の
手法を一度見直してその限界を探る倫理学や哲学の見方は、科学そ
のものにとっても重要であると考えています。

倫理学
専修課程
4年（2023年現在）

西岳 和生さん

東大文学部生がその問いに答え、
日々の学びを通じて獲得したもの、
成長する糧となった体験について語ります。
自由で、学生の自主性を重んじる
文学部の環境の中で、
自ら選んだ道に邁進する
二人の声をご紹介します。

卒論で扱う原典は何度も読んで
ボロボロ（管理が雑なのも原因）。

中古車を購入。
年明けの納車が楽しみです。

音楽はCD（とウォークマン）派です。
好きなアーティストは狭く深く。

4年次に免許を取得。
運転は趣味の一つです。

西岳和生さん
の時間割
(＊3年次 )

倫理学

＝必修科目

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri.

̶

̶̶

̶

2

3

4

5

演習
（哲学研究室 乘立先生、パース）

演習
（熊野先生、ベルクソン）

演習
（頼住先生、道元）

演習
（古田先生、ウィトゲンシュタイン）

演習
（熊野先生、カント）

倫理学概論Ⅱ
（頼住先生、『さとりと日本人』）
宗教学宗教史学特殊講義Ⅳ
（志田先生、ユダヤ）

倫理学特殊講義Ⅲ
（三重野先生、シェリング）
東洋倫理思想史概説Ⅱ
（吉田先生）

西洋倫理思想史概説
（古田先生）

̶

̶ ̶

̶

̶

̶
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卒業生の航路

文学部卒業後の進路は、大学院に進むか、教員になるしかないと思っているなら、それは大きな誤解です。
卒業生たちは、マスコミをはじめ金融、メーカー、ＩＣＴ関連、官公庁など、幅広い分野で活躍しています。
先輩たちが選んだ進路と、その理由について、データから読み解いてみましょう。

東京大学文学部　2024 年 3月卒業生の進路

文学部卒業生進路 業種別就職者数

主な就職先
印刷・出版 TOPPAN、集英社、小学館、新日本カレンダー、文藝春秋

新聞 電波新聞社、読売新聞東京本社

放送 テレビ東京、日経ラジオ社

広告 電通、博報堂

情報・通信 AICE、Airsalon、Asprova、FITEC、ISホールディングス、KADOKAWA、KDDI、KLab、PCA、teamLab、TIS、
 エヌディーキューブ、カカクコム、コーエーテクモホールディングス、サイバーエージェント、サイバード、セーフィー、
 セガ、ソフトバンク、ドワンゴ、ブリヂストンソフトウェア、ラセングル、リンクエッジ、楽天グループ、時事通信社、松竹、
 燈、日鉄ソリューションズ、日本総合研究所、富士通、野村総合研究所、鈴与シンワート

コンサルタント AKKODiSコンサルティング、EYストラテジー・アンド・コンサルティング、KPMGコンサルティング、malna、
 Resolve & Capital、アーサー・ディ・リトル、アクセライト、アクセンチュア、アビームコンサルティング、
 イグニション・ポイント、クニエ、コンサルタント、シンプレクス、デロイトトーマツコンサルティング、
 ドリームインキュベータ、ビジョン・コンサルティング、プラスアルファコンサルティング、ベイカレント・コンサルティング、
 三菱UFJリサーチ&コンサルティング、大和総研、日本ウィルテックソリューション、有限責任監査法人トーマツ

金融・保険・証券 SMBC日興証券、あおぞら銀行、デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー、みずほフィナンシャルグループ、
 みずほ銀行、三井住友銀行、三井住友信託銀行、三菱UFJ銀行、東京海上ホールディングス、東京海上日動火災保険、
 日本銀行、日本生命保険、日本貿易保険、農林中央金庫、明治安田生命保険

商社・流通 Amazon Japan、ニトリ、伊藤忠商事、三井物産エアロスペース、三越伊勢丹、住友商事、双日、髙島屋

建設・不動産 ディア・ライフ、住友不動産、清水建設、東京建物

運輸・郵便 丸全昭和運輸、商船三井、川崎汽船、東海旅客鉄道、東日本高速道路、東日本旅客鉄道、日本郵船

製造 FuRyu、IHI、TOPPANエッジ、カンディハウス、サントリーホールディングス、ニコン、ミルボン、レゾナック、三浦工業、
 三菱重工業、東レ、日本たばこ産業、日本製鉄、富士フイルム

サービス DYM、Empag.Co.Ltd、EY税理士法人、Polish Tokyo、アパグループ、コシダカ、ジョイフル、リクルート、広楽寺、
 全国盲ろう者協会、日本調剤、有限責任あずさ監査法人

エネルギー 四国電力、東京ガス

教育 Litalico、NPO法人カタリバ、エデュケーションラボ、ナガセ、栄光、個別指導塾講師、日本入試センター、
 武蔵野東中学校、臨海

官公庁 JICA、海上自衛隊、京都府、江東区、香川県庁、東京都庁、防衛省

そ
の
他
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＊グラフ中の数字は人数を示します
＊その他：大学院入学試験準備、資格試験勉強等
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A fter Graduation

多士済々の文学部卒業生の中でも、ひときわ個性を放つ人たちのロングインタビューをＷＥＢに掲載しています。
先輩たちが文学部で学んだこと、恩師や学友から受けた影響、卒業後にどのような過程を経て今に至ったのか。
ぜひ読んで進路選択の参考にしてください。
（役職名は、インタビュー当時）

先輩たちの道程　　卒業生インタビュー

表紙写真：法文２号館アーケード内（撮影：斉藤 真美）
発行：東京大学文学部広報委員会／問い合わせ先：文学部総務チーム  
         e-mail :shomu@l.u-tokyo.ac.jp    https://www.l.u-tokyo.ac.jp/

安田講堂

正門 赤門

三四郎池

東大前駅 本郷三丁目駅

法文2号館
文学部3号館

赤門総合
研究棟

マイノリティのわたしを生きる
文 聖姫さん  株式会社金曜日社長兼『週刊金曜日』発行人
2017年　韓国朝鮮文化研究専攻 博士学位取得

観察映画という生き方
想田 和弘さん  映画監督
1993年 宗教学宗教史学専修課程卒業

「失敗しない」なんてもったいない
徳田  雄人さん  株式会社DFCパートナーズ代表取締役
2001年 社会学専修課程卒業

答えがないなんて素晴らしい
金 そよんさん  株式会社博報堂 コピーライター（インタビュー当時）
CLOUDY / NPO CLOUDY チーフクリエイティブオフィサー（現職）
2004年 文学部日本語日本文学（国語学）専修課程卒業
2006年 大学院人文科学研究科日本語日本文学専門分野修士課程修了

人文学、社会科学の研究を応援するために進んだ道
和田 ありすさん  独立行政法人 日本学術振興会 
ワシントン研究連絡センター 副センター長
2009年　文学部西洋古典学専修課程卒業
2011年　大学院人文社会系研究科西洋古典学専門分野修士課程修了

自転車で未知の世界を走る
大島 義史さん  会社に勤めながら、有給休暇と小遣いの範囲で、
20年以上、未踏の辺境・秘境を中心に、自転車旅行を続けている。
2008年 文学部考古学専修課程卒業

ＷＥＢはここから ▶ https://www.l.u-tokyo.ac.jp/interview/index.html スマホはここから ▲
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